
内
外
情
勢
の
大
激
動
の
も
と
歴

史
的
政
治
戦
と
な
る
参
院
選
の
公

示
ま
で
２
カ
月
を
切
り
ま
し
た
。

７
月
の
参
院
選
は
、
戦
争
か
平

和
か
、
日
本
の
進
路
が
根
本
か
ら

問
わ
れ
る
選
挙
に
な
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

乗
じ
て
「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り

の
大
合
唱
が
起
き
て
い
ま
す
。
日

本
共
産
党
は
こ
の
逆
流
に
正
面
か

ら
立
ち
は
だ
か
り
、
「
危
機
に
乗

じ
た
９
条
改
憲
を
許
さ
ず
、
９
条

を
生
か
し
た
外
交
で
東
ア
ジ
ア
を

平
和
な
地
域
に
」
と
訴
え
抜
い
て

た
た
か
い
ま
す
。

岸
田
首
相
が
、
繰
り
返
し
主
張

す
る
「
敵
基
地
攻
撃
」
論
は
、
安

保
法
制
の
も
と
で
特
別
の
危
険
を

も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
９
条

改
定
に
よ
る
「
軍
事
対
軍
事
」
の

危
険
な
道
に
引
き
込
む
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
の
動
き
に
対
し

て
、
参
院
選
で
ス
ト
ッ
プ
の
審
判

を
下
す
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要

で
す
。

ま
た
、
安
倍
晋
三
元
首
相
と
一

体
に
「
核
共
有
」
を
提
言
し
た
日

本
維
新
の
会
に
、
被
爆
国
の
政
党

の
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
民

主
党
も
政
府
予
算
案
賛
成
で
与
党

宣
言
し
、
９
条
改
憲
を
主
張
し
て

い
ま
す
。
「
敵
基
地
攻
撃
」
も
事

実
上
賛
成
し
て
い
ま
す
。

７
月
の
参
院
選
で
日
本
共
産
党

は
、
自
民
党
・
公
明
党
・
維
新
の

会
・
国
民
民
主
党
に
よ
る
平
和
を

壊
す
「
翼
賛
体
制
」
を
許
さ
な
い

審
判
を
下
す
た
め
全
力
で
が
ん
ば

り
ま
す
。

暮
ら
し
と
経
済
を
め
ぐ
る
対
決

点
で
は
、
「
弱
肉
強
食
の
新
自
由

主
義
を
続
け
る
の
か
、
そ
れ
と
も

根
本
か
ら
転
換
す
る
の
か
」
と
い

う
重
大
な
対
決
点
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

世
論
調
査
で
は
、
日
本
の
経
済

格
差
が
「
深
刻
」
だ
と
答
え
た
人

が
88
％
に
の
ぼ
り
、
国
民
の
圧
倒

的
多
数
が
深
刻
な
格
差
を
感
じ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
が
提
案
す
る
新
自

由
主
義
を
転
換
す
る
「
や
さ
し
く

強
い
経
済
」
を
つ
く
る
た
め
の
大

改
革
は
、
先
駆
的
意
義
を
も
っ
て

い
ま
す
。

①
消
費
者
物
価
、
企
業
物
価
の
上

昇
の
も
と
で
、
消
費
税
の
５
％
へ

の
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請

求
書
）
の
中
止
。

②
政
治
の
責
任
で
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
を
は
か
る
。
国
民
の
生
活

防
衛
の
た
め
に
も
、
物
価
値
上
げ

に
耐
え
ら
れ
る
経
済
の
た
め
に
も

い
よ
い
よ
必
要
。

③
物
価
上
昇
の
も
と
で
の
年
金
減

額
な
ど
、
社
会
保
障
切
り
捨
て
政

策
を
抜
本
的
に
切
り
替
え
る
。

こ
の
提
案
は
、
物
価
高
騰
と
い

う
現
在
の
経
済
情
勢
の
中
で
打
開

の
答
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
へ
の
妨
害

や
障
害
が
激
し
い
も
と
で
、
野
党

共
闘
の
本
格
的
発
展
に
は
、
参
院

選
で
の
日
本
共
産
党
の
躍
進
が
決

定
的
に
重
要
で
す
。

２０２２年４月１７日（日） 日本共産党 発行 週刊 第２４2１号

日
本
共
産
党
の
躍
進
で
、

本
格
的
野
党
共
闘
の
発
展
を

憲
法
９
条
を
生
か
し
た

平
和
な
東
ア
ジ
ア
に

新
自
由
主
義
を
転
換
し
「
や

さ
し
く
強
い
経
済
」
を
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戦
争
か
平
和
か

日
本
の
進
路
が
問
わ
れ
る
参
院
選



17
日
（
日
）
投
票
の
市
議
選

は
定
数
30
人
に
対
し
て
38
人
が

立
候
補
し
て
、
激
し
い
選
挙
運

動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。議

員
の
仕
事
は
、
市
民
の
願

い
を
市
政
に
届
け
反
映
さ
せ
る

こ
と
、
市
民
が
納
め
た
税
金
が

「
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
。
無
駄
遣
い
は
な
い
の
か
」

を
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
で
す
。

立
候
補
者
の
チ
ラ
シ
や
公
報

を
み
る
と
、
日
本
共
産
党
が
提

案
し
て
き
た
政
策
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。
実
現
す
る
に

は
、
日
本
共
産
党
６
名
の
市
議

団
確
立
が
決
定
的
で
す
。

２０２２年４月１７日（日） 日本共産党発行 週刊 第２４２１号

休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

4/17(日)(内科系)かすかべ消化器内科:谷原新田2177-1 電話796-0230 (小児科)いぶきこどもクリ
ニック:大枝309 電話735-0854 (外科系)彩都レディース:大枝366 電話731-1103

4/24(日)（内科系）粕壁東クリニック：粕壁東1-7-17 電話：812-7000（小児科系）岩本小児科医院：
谷原3-12-1電話：795-8796（外科系）小笠原医院：新宿新田319-2電話：746-0088

３月議会での各党会派の態度

◎ 22年度一般会計予算修正案
・学校給食費の完全無償化

・住宅リフォーム助成制度継続実施

・77歳にお祝い金1万円贈呈

・公民館使用料の無料化

・学校体育館にエアコン設置（調査費）

・温水市民プール建設（調査・設計費）

・障害者入所施設設置（調査費）

修正額 １０億２５５２万円

＊財源、繰越金・20年度は32億円

◎ 22年度国民健康保険会計予算修正案
・18歳以下の子どもの均等割免除

・19歳以上の人に1万円引き下げ

修正額 ５億２０００万円

＊財源、約６億円以上の黒字

◎ 22年度介護保険会計予算修正案
・住民税非課税高齢者（第1～5段階）

の介護保険料を値上げ前に引き下げ

修正額 1億４３０２万円

＊財源は積立金（20年度・約16億円）

◎ 請願「学校トイレに生理用品設置」

◎日本共産党
６名
財源を示して
提案

●新政の会８名

●前進かすかべ。

未来の会６名

●公明党６名

（議長含む）

●「ＮＨＫ」党１名

無所属１名

質疑・討論せ
ず黙って反対

●無所属１名
（全日欠席）

※請願は、日本共産党
と公明党だけが賛成
しましたが否決。

市
議
選
・
17
日
（
日
）
投
票

議
員
を
選
ぶ
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は

光
る
日
本
共
産
党
の

先
駆
的
な
政
策

３
月
定
例
市
議
会
に
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
左
記
の

予
算
修
正
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
他
の
党
・
会

派
は
、
質
疑
も
討
論
も
せ
ず
黙
っ
て
否
決
し
ま
し
た
。

議
員
と
し
て
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。


